
1997年 出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
萩
市
北
片
河
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
二
月
１

一
九
九
八
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
哲

一
・
林
　
信
行

・
井
川
隆
司

・
吉
野
祥
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

萩
城
は
関
ケ
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
毛
利
氏
に
よ
っ
て
、
防
長
移
封
後
の
慶
長

一
三
年

（
三
ハ
〇
八
）
に
建
設
さ
れ
た
。
外
堀
は
遅
れ
て
元
和
八
年

（
三
全
一

三
）
に
完
成
し
て
い
る
。
東
側

の
外
堀
で
は
当
初
堀
幅
二
〇
間

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
町
屋
の

進
出
や
土
砂
の
流
入
に
よ
り

一

四
間
に
狭
ま
り
、
さ
ら
に
堀
底

の
上
昇
に
よ
り
洪
水
の
危
険
が

生
じ
舟
の
通
行
に
も
支
障
を
来

萩

し
た
た
め
、
元
文
四
年

（
一
七

三
九
）
に
藩
は
堀
の
機
能
を
回

復
す
る
た
め
堀
を
浚
渫
し
、
そ
の
土
砂
で
外
堀
の
東
端
を
埋
め
石
垣
を
築
き
、

堀
幅
人
間
と
し
た
。
埋
め
立
て
地
に
は
新
た
に
町
屋
が
成
立
し
、
「北
片
河
町
」
、

「南
片
河
町
」
と
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
地
は
、
こ
の
東
側
の
外
堀
に
沿
っ
た
地
域
に
あ
た
る
。
こ
の
地

域
に
お
い
て
道
路
改
修
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
事
前
調
査
と
し
て
萩
市
教
育
委
員

会
が
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、　
一
九
九
七
年
度
は
山
口
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
北
片
河
町
の

一
部

（
一
四
〇
〇
雷
）
を
対
象
に
発
掘
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
堀
幅
人
間
の
時
期
の
町
屋
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
主

な
検
出
遺
構
と
し
て
は
、
石
垣

・
石
列

・
石
段

・
排
水
溝

・
礎
石
建
ち
建
物

・

埋
甕

・
井
戸

・
廃
棄
土
坑
が
あ
る
。
遺
物
は
人
万
点
以
上
あ
り
現
在
整
理
中
で

あ
る
。

木
簡
は

一
人
世
紀
の
廃
棄
土
坑
で
あ
る
Ｓ
Ｋ
八
〇
か
ら
入
点
、
Ｓ
Ｋ
九
二
か

ら
二

一
点
、
計
二
九
点
出
土
し
た
。
判
読
で
き
る
木
簡
は

一
五
点
あ
る
が
、
今

回
は
こ
の
う
ち
の
Ｓ
Ｋ
人
○
出
土
の
二
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
本
簡
が
出
土

し
た
こ
れ
ら
の
上
坑
か
ら
は
、
近
世
陶
磁
器
と
と
も
に
、
約
六
〇
〇
点
の
木
製

品

（建
築
部
材
・
下
駄
・
漆
椀
。
櫛
・
箸
・
扇
子
・
羽
子
板
な
ど
）
が
破
棄
さ
れ
た

状
態
で
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い
　
。
「
＜
内
山
玄
□
様
□
□
＜
」

。
「
＜
味
喀
構
壱

つ
　
　
＜
」
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②
　
。
「
後
雌
憐
政
抑
銑
蹄
紳
牝

弄
オ

〔
部
ヵ
〕

。
「
　
日
回
□

四
□
□
衛
門
在
判

ω
は
三
片
に
分
か
れ
る
が
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
上

。
下
端
に
切
り
込
み
を

入
れ
、
表

・
裏
面
と
両
側
面
は
丁
寧
な
削
り
調
整
を
施
し
て
い
る
。
表
裏
面
と

も

一
部
に
判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。

②
は
完
存
。
表

・
裏
面
、
両
側
面
と
も
削
り
調
整
を
し
て
い
る
。
裏
面
は

一

部
剖
離
し
て
い
る
た
め
文
字
が
判
読
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
人
名
、
地
名
、
商
品
名
や
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
荷
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
は
、
元
山
口
大
学
の
人
木
充
氏
に
よ
る
。
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関
係
文
献
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山
口
県
教
育
財
団

・
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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